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３ 自然科学実践研究

３．１ 掩蔽現象の観測

(1) 研究開発の課題（概要）

重星の掩蔽現象（恒星が月に隠される現象）を共同観測し、重星の位置関係や各星の等

級、伴星の位置角や離角を解析する。参加校は、生徒を集めて自由な議論をさせるために

県内と近隣の学校に限定し、連携校に対して研修会を実施する。

(2) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

正確な時計で月面のエッジに恒星が潜入・出現する時刻を求めることにより、伴星の

位置角や離角を解析できる。多くの学校が参加する形式の課題研究活動となるように、

観測計画からデータの収集・処理までの活動の多くを生徒の自発的な活動に任せ、生徒

の多面的な能力向上を目指す。

イ 研究の方法・内容

規模：愛知県立岡崎高等学校、時習館高等学校、岐阜県立岐山高等学校、

大垣東高等学校、三重県立津高等学校、本校の生徒 17名

日時：９月21日(土)12:30～19:30

場所：岐阜県安八町 生涯学習センターハートピア安八 会議室・天文台

講師：星食観測日本地域コーディネーター 宮下 和久 氏

内容：機材の接続・観測方法について、本校生徒が

講師になって、実際に望遠鏡と機材を接続しな

がら星食観測の方法を説明した。岐山高校の観

測したデータを使用し、リハーサルなしの解析

デモに、講師役の生徒は緊張した。講師の宮下

氏からは、重星の観測から何が得られるかの講

演とさまざまなアドバイスをいただいた。

研修会後はメーリングリストを利用して、推奨観測対象を連絡し、観測に取り組

んでもらっている。

ウ 検証（成果と反省）

アンケートから機材や観測には興味をも

つことはうかがえるものの、実際の観測に

は夜の活動であることや機材を使いこなす

ハードルが高く、今のところうまく進んで

いない。次年度も生徒が入れ替わることを

念頭において研修会を実施し、各校で積極

的に観測・解析に取り組んでもらえる方策

を考えていく。

講師や運営に関わった生徒は、苦労して

役割を果たしており、彼等のリーダー性・

協調性・発想力や企画力は高まってたと考

えている。

なお、この研究の解析方法がホタルのデ

ータ解析に応用され、高い時間分解能で発

光パターンを解析する手法での研究を地学

部・生物部の合同で現在進めていることを

追記しておく。

宮下氏の講演
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(1)望遠鏡を含む観測機材に興味関心

(2)観測や観察への興味

(3)社会で科学技術を正しく用いる姿勢

(4)新しいものに挑む気持ち（挑戦心）

(5)周囲と協力して取り組む姿勢（協調性）

(6)成果を発表し伝える力（プレゼンテーション力）

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない
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（１）内容に興味・関心を持てましたか？

（２）内容は理解できましたか？

（３）自分の能力やセンスの向上に役立ちました

か？

（４）将来の自分の進路選択の参考になりました

か？

（６）今回の活動は将来の役に立つと思います

か？

（７）今度もさらにこの活動に参加したいと思います

か？

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない
（％）


